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学習目標と狙い

本講座では、人材育成の重責を担う方々をゲストに、自社がめざす事業ビジョ
ンを達成するために取り組んでいる人材育成や人材マネジメントを参考にして、
自社の人材育成の参考にする。
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年齢が一周り以上も違う部下の考え方や仕事への姿勢がなかなか理解できずにいたが、いまどき若手の活用方法を視聴して、今の若本とどのように接して、どのように協
同していけばよいかヒントを得ることができました。

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

すべての階層で共通するコンピテンシー（グローバル）

すべての階層で共通するコンピテンシー（イノベーション）

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

第1回 Jリーグにおける「個の育成」と「組織開発」
第2回 日本企業のグローバル化 ～DMG森精機の事例～
第3回 パナソニックのA Better Workstyle 

～「社外留職」と「社内複業」～
第4回 ソニーのキャリア・カンバス・プログラム

～ベテラン・シニア社員のキャリア支援策～
第5回 いまどき若手の活用法
第6回 イノベーティブな研究開発人材とは

【概要】
競争環境が大きく変化していく今日においては、会社組織全体が新しい戦略やビジネ
スモデルを実現・実行するために機動的に変わっていくことが必要となりますが、大
企業になればなるほどこれまでの慣習が染みつき変わることが難しくなります。過去
に大量採用した世代が組織の中に多く残る一方で、若手社員と中堅以上との世代間ギ
ャップは顕著であり、右肩上がりの時代のように一致団結して成果創出に取り組む、
ということが日増しに難しくなってきています。そんな背景であっても競争に勝つた
めに、大手企業も様々な施策を検討し、組織と人材の活性化を図っています。
本講座では、人材育成や組織風土改革の重責を担う方々をゲストにお招きし、自社の
目指す事業ビジョン達成のために取り組んでいる人材育成や人材マネジメントの事例
を紹介します。他社の事例を目にすることで、自社の中では普段考え付くことさえな
い視点や、無意識にできない・すべきでないと考えていたことなどに気づき、人をど
うやって活かし共に成長していくのか、ということをゼロベースで見直すきっかけを
提示します。


